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本
稿
の
課
題
は
田
川
市
役
所
が
纏
め
た
『
失
業
対
策
事
業
の
実
態
に
つ
い
て
』
に

つ
い
て
、
資
料
紹
介
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

本
資
料
は
Ｂ
5
の
謄
写
版
の
資
料
で
あ
り
、
原
本
は
一
三
頁
で
構
成
さ
れ
る
が
、

大
学
図
書
館
や
公
立
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
は
所
蔵
は
確
認
で
き
な
い
。
以

前
、
筆
者
が
田
川
市
役
所
に
対
し
て
失
業
対
策
事
業
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
情
報

公
開
を
行
っ
た
際
に
も
、
当
該
資
料
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
該
資
料
の
引
用

は
、
わ
ず
か
に
建
設
一
般
全
日
自
労
田
川
支
部
編
『
組
合
創
立
四
十
年
史
』
に
み
ら

れ
る
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
失
業
対
策
事
業
（
以
下
，
失
対
事
業
）
に
関
す
る
研
究
は
、
お
も
に
江

口
英
一
と
そ
の
門
下
に
よ
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
失
対
事
業
の
事

業
主
体
で
あ
る
自
治
体
や
、
自
由
労
働
組
合
も
各
年
史
を
纏
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

失
対
事
業
に
関
す
る
研
究
は
失
対
事
業
の
縮
小
や
終
焉
の
影
響
を
う
け
て
か
、
加
瀬

和
俊
ら
の
一
部
の
研
究
を
除
け
ば
、
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
近
年
、
失
対
事
業
に

つ
い
て
は
杉
本
弘
幸
に
よ
り
、
勢
力
的
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
法
政

大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
が
、
第
七
七
〇
号
に
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お
い
て
「
戦
後
失
業
対
策
事
業
・
失
対
労
働
者
の
史
的
再
検
討
」
を
特
集
し
て
お
り
、

杉
本
の
ほ
か
、
町
田
祐
一
と
西
井
麻
里
奈
が
被
占
領
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代
の
京
都
、

東
京
及
び
広
島
を
事
例
と
し
、
被
差
別
部
落
、
知
識
階
層
、
さ
ら
に
原
爆
被
害
者
な

ど
に
注
目
し
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
全
日
本
自
由
労
働
組
合
機
関
紙
『
じ
か

た
び
』
や
同
婦
人
部
『
婦
対
部
ニ
ュ
ー
ス
』
な
ど
が
、
シ
リ
ー
ズ
『
戦
後
失
業
対
策

事
業
・
失
対
労
働
者
関
係
史
料
集
成
』
と
し
て
、
近
現
代
資
料
刊
行
会
か
ら
復
刻
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
失
対
事
業
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
着
実
に
積
み
重

ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
産
炭
地
に
関
す
る
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
る
。
福
岡
県
産
炭
地
で
は
失
対
就
労
者
の
絶
対
数
が
多
い
ほ
か
、
労
働
運
動

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
く
に
田
川
地
区
な
ど
で
は
戦
略
的
に
諸
運
動
が
展
開
さ
れ
た

が
、
そ
の
実
態
分
析
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

つ
ぎ
か
ら
解
説
に
う
つ
る
。
本
資
料
で
は
田
川
市
に
お
け
る
失
対
事
業
の
開
始
か

ら
五
年
経
過
後
ま
で
の
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
一
般
失
業
情
勢
」
で

は
、
田
川
市
に
お
け
る
中
小
炭
鉱
の
休
閉
山
、
大
手
炭
鉱
の
企
業
整
備
に
と
も
な
う

失
業
者
の
発
生
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
田
川
市
を
管
轄
す
る
田
川
公
共
職
業
安
定
所
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介
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管
内
は
「
石
炭
産
業
の
好
不
況
に
よ
り
管
内
の
産
業
経
済
が
左
右
さ
れ
雇
用
失
業
状

況
も
大
き
く
変
化
す
る
と
云
う
特
異
な
労
働
市
場
」
が
あ
り
、
石
炭
市
況
の
影
響
を

顕
著
に
う
け
る
と
い
う
特
性
が
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
，
田
川
地
区
は
三

井
鉱
山
田
川
鉱
業
所
と
い
う
筑
豊
随
一
の
炭
鉱
が
存
在
す
る
反
面
、
中
小
炭
鉱
の
比

重
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

つ
ぎ
に
、「
失
業
対
策
事
業
の
就
労
者
」
で
は
、
当
初
、
田
川
市
で
は
就
労
者
の
大

半
は
定
年
退
職
の
炭
鉱
夫
や
民
間
企
業
に
就
職
が
困
難
な
高
齢
者
で
あ
っ
た
が
、
石

炭
不
況
の
影
響
を
う
け
て
中
小
炭
鉱
、
倒
産
企
業
か
ら
の
青
年
層
の
流
入
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
緊
急
失
業
対
策
法
の
立
法
目
的
と
現
実
が
乖

離
し
、
若
年
層
の
失
対
就
労
者
が
増
加
す
る
反
面
、
就
労
者
自
体
の
質
が
低
下
し
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
後
、
失
対
就
労
者
は
「
固
定
化
」
や
「
高
齢
化
」
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
三
年
に
「
失
対
二
法
」
が
改
正
さ
れ
る
契
機
と
な

る
。
た
だ
し
、
当
該
期
に
は
一
時
的
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
て
も
田
川
市
で
は
失
対

就
労
者
の
「
老
齢
化
」
で
は
な
く
、「
若
年
化
」
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
失

対
賃
金
は
男
性
の
場
合
、
一
般
民
間
賃
金
よ
り
も
低
い
が
、
女
性
の
場
合
、
民
間
賃

金
を
上
回
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
失
対
賃
金
は
毎
年
八
月
の
「
屋
外
労
働
者
種
別
賃
金

調
査
」
を
基
準
に
算
定
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
失
対
賃
金
の

基
準
調
査
と
支
給
が
半
年
以
上
ず
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
失
対
賃
金
は
一
〇
～
二

〇
％
近
く
減
額
と
な
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
、
失
対
就
労
は
原
則
と
し
て
世
帯
あ
た

り
一
人
で
あ
り
、
扶
養
家
族
が
多
い
場
合
に
は
最
低
生
活
費
を
下
回
る
。
そ
の
結
果
、

失
対
就
労
で
最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
部
分
に
つ
い
て
，
生
活
扶
助
（
生
活
保
護
制

度
）
を
受
給
す
る
「
併
給
者
」
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
失
対
事
業
と
生
活
保
護
制
度

と
の
間
に
は
補
完
関
係
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
産
炭
地
で
は
扶
養
家
族
が

多
く
、
さ
ら
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
進
展
も
相
俟
っ
て
、
被
保
護
層
に
は
「
併

（
7
）

（
8
）

（
9
）

給
者
」
の
割
合
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、「
元
来
失
業
対
策
事
業
な
る
も
の
が
多
分
に
社
会
保
障
的
な
性
格

を
帯
び
て
い
る
た
め
、
事
業
の
施
行
に
当
っ
て
は
公
共
事
業
と
大
い
に
趣
き
を
異
に

す
る
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
失
対
事
業
が
「
多
分
に
社
会
保
障
的
な
性
格
を
帯
び
」

る
と
い
う
部
分
は
、
社
会
保
障
政
策
の
原
理
の
う
ち
「
扶
助
（
福
祉
）
原
理
」 

が
内

包
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
失
対
事
業
が
事
業

の
効
率
性
で
は
な
く
、「
失
業
者
に
就
業
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
救
済
」

面
に
重
き
が
お
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
失
対
事
業
は
事
業
吸
収
方
式
に
よ
る

失
業
者
の
応
急
的
救
済
を
目
的
と
し
た
労
働
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
失
対
就
労
者
は

失
対
事
業
の
事
業
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
、
あ
る
い
は
市
町
村
の
特
別
公
務
員
で
あ

り
、
失
対
現
場
で
の
就
労
の
対
価
と
し
て
失
対
賃
金
を
得
る
。
失
対
事
業
と
同
様
に

事
業
吸
収
方
式
を
と
る
公
共
事
業
は
「
公
共
的
な
建
設
及
び
復
旧
と
い
う
経
済
的
効

果
を
追
求
す
る
事
業
」
で
あ
り
、
事
業
効
果
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な

制
度
的
な
性
格
を
有
す
る
た
め
、「
其
の
運
営
に
当
っ
て
は
ま
こ
と
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

面
が
多
」
い
と
し
、
事
業
主
体
と
し
て
の
苦
悩
が
綴
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
性
格
に
つ

い
て
は
佐
賀
県
の
代
表
的
「
炭
都
」
で
あ
る
多
久
市
で
も
「
失
対
と
い
う
定
職
化
さ

れ
た
救
済
事
業
と
、
生
活
保
護
へ
の
強
度
の
依
存
」
を
強
調
し
て
お
り
、
自
治
体
で

は
失
対
事
業
に
つ
い
て
実
質
的
に
「
公
的
扶
助
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
生
活
保
護
制
度
と
失
対
事
業
と
い
う
二
つ
の
「
公
的
扶
助
」
に
よ

り
、
生
活
困
窮
者
救
済
が
行
わ
れ
て
い
た
。
近
年
、
宮
地
克
典
は
失
対
事
業
に
は
緊

急
失
業
対
策
法
の
立
法
時
か
ら
社
会
保
障
政
策
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
事
業
主
体
で
は
当
該
期
に
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
性
格
が
論
じ
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
資
料
に
お
い
て
頁
数
を
割
い
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
、
全
日
本
自
由
労
働
組
合
田

（
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（
11
）
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川
分
会
に
よ
る
諸
運
動
で
あ
る
。
全
日
本
自
由
労
働
組
合
は
、
一
九
四
七
年
に
職
安

登
録
日
雇
労
働
者
を
中
心
と
し
て
全
日
本
土
建
一
般
労
働
組
合
（
以
下
、
全
日
土
建
）

の
結
成
を
嚆
矢
と
す
る
。
一
九
四
九
年
、
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
実
施
と
関
連
し
て
、
緊

急
失
業
対
策
法
が
制
定
さ
れ
、
失
対
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
当
該
期
に
は
自
由
労
働

組
合
が
発
足
し
た
。
一
九
五
二
年
六
月
、
全
日
土
建
か
ら
職
人
部
が
独
立
し
、
新
た

に
全
国
土
建
労
組
総
連
合
（
一
九
六
〇
年
、
全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
に
改
称
）

が
発
足
し
た
。
一
九
五
三
年
一
〇
月
、
全
日
土
建
は
全
日
本
自
由
労
働
組
合
（
以
下
、

全
日
自
労
）
に
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
全
日
自
労
は
事
業
主
体
や
福
祉
事
務
所
な
ど

対
し
て
各
種
労
働
条
件
に
関
す
る
団
体
交
渉
、
生
活
保
護
の
収
入
認
定
な
ど
の
集
団

陳
情
を
展
開
し
、
組
織
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
で
、「
日
本
の
巨
大
組
織
」
の
一
つ
に

成
長
し
た
。
全
日
自
労
の
支
持
政
党
は
日
本
共
産
党
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
七
年
に

は
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
に
加
盟
し
た
。

一
九
五
〇
年
、
田
川
自
由
労
働
組
合
が
発
足
し
、
そ
の
当
時
の
組
合
員
数
は
一
四

〇
名
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
に
全
日
自
労
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

九
五
七
年
に
は
組
合
員
数
は
一
、〇
〇
〇
名
を
超
え
た
。
一
九
六
三
～
六
五
年
に
は

「
失
対
二
法
」
改
正
な
ど
の
影
響
か
ら
組
合
員
数
は
一
時
的
に
減
少
し
た
が
、
一
九
六

六
年
か
ら
女
性
組
合
員
が
増
加
を
示
し
、
一
九
六
九
年
に
は
五
、一
〇
九
名
に
達
し

た
。
田
川
分
会
は
全
日
自
労
分
会
の
中
で
も
随
一
の
組
合
員
数
を
誇
っ
た
三
池
分
会

に
次
ぐ
、
組
合
員
数
と
な
っ
た
。
田
川
地
域
で
は
全
日
自
労
田
川
分
会
が
自
由
労
働

組
合
の
中
核
を
占
め
、
日
本
共
産
党
に
よ
る
「
組
合
実
権
者
の
性
格
を
反
映
し
労
働

攻
勢
は
熾
烈
を
極
め
、
は
た
に
県
下
に
於
て
も
注
目
の
的
」
に
な
っ
た
と
し
、
分
会

執
行
部
の
下
に
「
田
川
、
川
崎
、
金
田
、
猪
位
地
区
に
夫
々
支
部
を
設
け
各
地
域
を

網
羅
し
組
合
員
の
獲
得
に
努
め
組
合
活
動
の
強
化
」
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九

六
三
年
の
「
失
対
二
法
」
改
正
に
対
し
て
は
独
自
の
戦
略
を
展
開
し
た
。「
求
職
闘

（
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争
」
で
は
一
九
七
一
年
に
か
け
て
三
、一
七
二
人
が
失
対
事
業
に
新
規
流
入
し
た
。
一

九
六
八
年
二
月
、
公
共
事
業
へ
の
紹
介
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
「
田
川
闘
争
」
で
は
田

川
職
安
に
よ
る
要
求
を
撤
回
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
田
川
分
会
は
全
日
自
労
を

代
表
す
る
分
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
資
料
で
は
刊
行
年
か
ら
、
こ
う
し
た
諸
運
動

が
展
開
す
る
以
前
の
田
川
分
会
の
動
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
就
労
者
の
性
格
」
で
は
、
㊀
就
労
意
欲
が
な
い
、
㊁
怠
け
癖
が
つ
い
て
い
る
、
㊂

賃
金
の
格
付
が
妥
当
で
は
な
い
、
㊃
職
場
に
お
け
る
オ
ル
グ
活
動
の
影
響
と
い
う
四

点
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
例
証
す
る
た
め
に
、
作
業
時
間
と
事
業
効
果
、
さ
ら
に

関
連
し
て
失
対
事
業
費
と
市
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
全
体
的
に
み
て
、

田
川
分
会
や
失
対
就
労
者
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
面
に
関
す
る
指
摘
が
多
い
が
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
」
の
影
響
に
よ
り
、
田
川
地
区
で
は
多
数
の
失
業
者
を
抱
え
、
さ
ら
に

田
川
分
会
に
よ
る
諸
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
も
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
田
川
市
役
所
は
失
対
事
業
の
全
額
国
家
負
担
か
、
あ
る
い
は
生
活
保
護
費
並
み
の

交
付
金
制
度
へ
の
改
正
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
田
川
市
で
は
公
共
事

業
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
吸
収
も
あ
く
ま
で
暫
定
措
置
で
あ
り
、
事
業
終
了

時
に
は
一
時
的
に
失
対
事
業
に
流
入
す
る
傾
向
が
あ
り
、
職
安
も
苦
心
し
て
い
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
分
量
と
し
て
は
短
い
も
の
の
、
当
該
期
に
お
け
る
産

炭
地
失
対
事
業
に
関
す
る
有
益
な
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
田
川
地
域
に
関
す

る
資
料
は
田
川
分
会
に
よ
る
『
一
筋
の
道
―
組
合
結
成
三
〇
年
史
』、『
組
合
創
立

四
十
年
史
』、『
四
〇
年
史
―
外
史
（
一
）・（
二
）』
な
ど
の
年
史
が
存
在
す
る
反

面
、
事
業
主
体
で
あ
る
田
川
市
の
作
成
資
料
は
十
分
な
発
掘
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

杉
本
弘
幸
が
「
各
種
年
史
類
、
社
会
調
査
、『
失
業
対
策
年
鑑
』、『
じ
か
た
び
』
に
依

拠
し
た
歴
史
叙
述
か
ら
の
脱
却
が
必
要
」
で
あ
る
と
述
べ
る
よ
う
に
、
失
対
事
業
に

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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関
す
る
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
、
各
都
道
府
県
本
部
（
支
部
）、
支
部
（
分
会
）
が

作
成
し
た
各
種
資
料
の
ほ
か
、
こ
う
し
た
事
業
主
体
が
作
成
し
た
資
料
の
発
掘
も
重

要
に
な
る
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
稿
は
科
研
費
二
一
Ｋ
一
三
四
六
一
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
（
1
）		

建
設
一
般
全
日
自
労
田
川
支
部
編
『
組
合
創
立
四
十
年
史
』
建
設
一
般
全
日
自
労
福

岡
県
本
部
田
川
支
部
、
一
九
八
九
年
、
三
六
頁
。

（
2
）		

江
口
英
一
「
戦
後
失
業
対
策
事
業
制
度
を
め
ぐ
っ
て
―
社
会
保
障
の
近
代
化
の
考

察
」
篭
山
京
編
『
社
会
保
障
の
近
代
化
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
三
七
一
～
四
〇

〇
頁
、
江
口
英
一
・
西
岡
幸
泰
・
加
藤
佑
治
編
『
山
谷
―
失
業
の
現
代
的
意
味
』
未

来
社
、
一
九
七
九
年
ほ
か
。

（
3
）		

全
日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
・
全
日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
北
海
道
本
部
『
年

輪
―
写
真
で
つ
づ
る
三
五
年
史
』
一
九
八
七
年
、
全
日
自
労
建
設
一
般
三
重
県
本
部

協
同
総
合
研
究
所
『
皆
で
た
た
か
っ
た
五
〇
年
―
全
日
自
労
三
重
本
部
の
歴
史
』
シ
ー

ア
ン
ド
シ
ー
出
版
、
一
九
九
六
年
、
全
日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
・
全
日
自
労
建
設

一
般
労
働
組
合
長
野
県
本
部
『
風
雪
に
生
き
た
―
全
日
自
労
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
全

日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
長
野
県
本
部
、
一
九
八
三
年
ほ
か
。

（
4
）		

加
瀬
和
俊
『
戦
前
日
本
の
失
業
対
策
―
救
済
型
公
共
土
木
事
業
の
史
的
分
析
』
日

本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
八
年
、『
失
業
と
救
済
の
近
代
史
』
吉
川
弘
文
堂
、
二
〇
一
一

年
、「
緊
急
失
業
対
策
法
制
定
の
背
景
」『
帝
京
経
済
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
二

〇
一
九
年
、
一
四
五
〜
一
六
五
頁
ほ
か
。

（
5
）		

杉
本
弘
幸
「
戦
後
都
市
社
会
政
策
と
女
性
失
対
労
働
者
―
一
九
四
〇
〜
五
〇
年
代

の
京
都
市
失
業
対
策
事
業
を
事
例
と
し
て
」『
社
会
事
業
史
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
一

六
年
、
五
一
～
七
一
頁
、「
戦
後
失
業
対
策
事
業
と
失
対
労
働
者
運
動
の
展
開
―
一
九

五
〇
年
代
後
半
の
京
都
市
失
業
対
策
事
業
を
事
例
に
」
庄
司
俊
作
編
著
『
戦
後
日
本
の

開
発
と
民
主
主
義
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
七
年
、
二
九
七
～
三
二
一
頁
、「
戦
後
失
業
対
策

事
業
・
失
対
労
働
者
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
―
一
九
五
〇
年
代
前
半
を
中
心
に
」『
社

会
事
業
史
研
究
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
四
五
～
五
七
頁
、「
全
日
本
自
由
労
働
組

合
婦
人
部
の
形
成
と
構
造
―
一
九
五
〇
年
代
の
女
性
失
対
労
働
者
を
め
ぐ
っ
て
」
今

井
小
の
実
編
『
戦
前
社
会
事
業
の
到
達
点
と
現
代
へ
の
視
座
―
福
祉
国
家
の
源
流
を

た
ど
る
』
二
〇
二
二
年
、
二
三
五
～
二
六
一
頁
ほ
か
。

（
6
）		

杉
本
弘
幸
「
戦
後
失
業
対
策
事
業
・
失
対
労
働
者
と 

部
落
問
題 

―
差
別
・
貧
困
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
七
七
〇
号
、
二
〇
二
三
年
、
二
～
一

七
頁
、
町
田
祐
一
「
戦
後
東
京
の
知
識
層
失
業
対
策
事
業
」
前
掲
、
二
〇
二
三
年
、
一

八
～
三
二
頁
、
西
井
麻
里
奈
「
戦
後
広
島
の
失
業
対
策
事
業 

」
前
掲
、
二
〇
二
三
年
、

三
三
～
四
六
頁
。

（
7
）		

田
川
公
共
職
業
安
定
所
『
管
内
概
況
』
昭
和
三
五
年
版
、
一
九
六
〇
年
、
一
頁
。
こ

の
ほ
か
平　

将
志
「
雇
用
政
策
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
交
錯
炭
鉱
離
職
者
対
策
と
就

職
促
進
指
導
官
に
よ
る
就
職
指
導
」『
社
会
福
祉
学
』
第
六
一
巻
第
二
号
、
二
〇
二
〇

年
、
一
一
八
～
一
三
一
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
8
）		

た
だ
し
、
失
対
就
労
者
層
が
若
年
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
労
者
の
質
が

低
下
し
て
い
る
と
い
う
評
価
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
9
）		

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
下
級
裁
判
所
刑
事
裁
判
判
例
集
』
第
一
〇
巻
第
八
号
、
最

高
裁
判
所
事
務
総
局
、
一
九
六
八
年
。

（
10
）		

多
久
市
福
祉
事
務
所
『
多
久
市
社
会
福
祉
の
実
体
』
一
九
五
八
年
、
二
七
頁
。
多
久

市
議
会
『
昭
和
三
十
三
年
教
育
民
生
委
員
会
会
議
録
』
所
収
（
多
久
市
議
会
事
務
局
所

蔵
）（
平　

将
志
「
多
久
市
福
祉
事
務
所
『
多
久
市
社
会
福
祉
の
実
体
』」『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
二
四
年
、
一
四
六
頁
）。

（
11
）		

た
だ
し
、
一
九
六
三
年
以
降
、
失
対
事
業
で
は
「
失
対
二
法
」
改
正
、
生
活
保
護
制
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度
で
は
一
九
六
四
年
か
ら
「
第
二
次
適
正
化
」
政
策
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
双

方
の
補
完
関
係
は
変
容
す
る
。
つ
ま
り
当
該
期
の
産
炭
地
で
は
主
力
燃
料
の
転
換
と
、

二
つ
の
「
公
的
扶
助
」
の
補
完
関
係
の
変
容
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
が
、「
公
的
扶
助
」
と
い
う
用
語
で
あ
ろ
う
。
失
対
事
業
は
労

働
省
所
管
の
労
働
政
策
で
あ
る
が
、「
公
的
扶
助
」
と
し
た
の
は
社
会
保
障
政
策
的
な
性

格
を
有
し
、
実
質
的
に
救
済
策
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
含
意
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、
双
方
の
補
完
関
係
に
つ
い
て
は
、
平　

将
志
「
空
知
炭
田
に
お
け
る
生
活
困
窮
者

救
済
―
北
海
道
美
唄
市
を
事
例
と
し
て
」『
社
会
事
業
史
研
究
』
第
六
三
号
、
二
〇
二

三
年
、
第
六
三
号
、
一
二
三
～
一
三
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）		

全
日
自
労
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
自
由
労
働
組
合
編
『
全
日
自
労
の
歴
史
』

労
働
旬
報
社
、
一
九
七
七
年
、
全
日
自
労
建
設
農
林
一
般
労
働
組
合
五
〇
年
史
編
纂
委

員
会
編
『
建
設
一
般
の
五
〇
年
』
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。

（
13
）		

江
口
英
一
「
全
日
自
労
―
〝
じ
か
た
び
〟
の
旗
の
も
と
に
」
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
『
日

本
の
巨
大
組
織
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
六
年
、
二
四
三
～
二
六
二
頁
。

（
14
）		

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
「
北
九
州
筑
豊
炭
鉱
閉
山
地
帯
失
業
者
調
査
中
間

報
告
―
田
川
市
郡
失
業
者
の
諸
類
型
」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
資
料
室
報
』
一
九
六

六
年
、
特
別
号
、
第
一
一
九
号
、
一
～
七
一
頁
。

（
15
）		

福
岡
県
労
働
部
労
政
課
『
福
岡
県
労
働
組
合
名
簿
』
各
年
版
か
ら
作
成
。
た
だ
し
、

当
該
名
簿
の
福
岡
県
立
図
書
館
所
蔵
分
は
個
人
情
報
の
関
係
か
ら
非
公
開
、
さ
ら
に
福

岡
県
庁
所
蔵
分
に
も
所
蔵
は
確
認
で
き
る
が
、
同
じ
く
個
人
情
報
の
関
係
か
ら
公
開
不

可
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
北
海
道
、
山
口
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
な
ど
主
要
産

炭
地
道
県
で
は
名
簿
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
非
公
開
に
す
る
合
理
的
な
理
由
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
16
）		

労
働
省
職
業
安
定
局
職
業
安
定
課
『
全
国
失
業
者
団
体
（
自
由
労
働
組
合
）
名
鑑
』

一
九
五
六
年
。

（
17
）		

大
村　

優
（
全
日
自
労
田
川
分
会
執
行
委
員
長
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
三
年
の
「
失

対
二
法
」
改
正
に
よ
り
、
田
川
分
会
は
「
継
続
紹
介
」
＝
「
長
期
紹
介
」
に
取
り
組
む

反
面
、
上
部
組
織
で
あ
る
福
岡
県
支
部
は
「
継
続
紹
介
」
に
反
対
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
る
対
抗
措
置
を
決
定
し
た
。
田
川
分
会
は
全
県
統
一
闘
争
に
参
加
し
た
が
、
田
川
分

会
で
は
「
継
続
紹
介
」
に
同
意
し
て
い
た
た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
解
除
に
苦
心
し
た
と

い
う
。
大
村　

優
「
失
対
運
営
の
改
悪
―
反
対
闘
争
の
総
括
」
全
日
自
労
建
設
農
林

一
般
労
働
組
合
福
岡
県
本
部
田
川
支
部
『
組
合
四
十
年
史
―
外
記
（
二
）』
一
九
九
一

年
、
一
二
五
～
一
三
〇
頁
。

（
18
）		

「
失
対
二
法
」
改
正
の
う
ち
職
業
安
定
法
に
は
、
就
職
促
進
措
置
を
実
施
後
、
な
お
も

就
職
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
失
対
事
業
に
就
労
で
き
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
一

九
六
四
年
六
月
、
夕
張
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
新
規
流
入
を
皮
切
り
に
、
広
島
や

福
岡
県
な
ど
に
波
及
し
た
。

（
19
）		

福
岡
県
労
働
部
職
業
安
定
課
『
一
般
失
業
対
策
事
業
関
係
資
料
集
』
一
九
七
二
年
、

四
一
～
四
二
頁
、
六
七
～
六
八
頁
。

（
20
）		

全
日
自
労
福
岡
支
部
田
川
分
会
『
田
川
公
共
職
業
安
定
所
の
失
対
労
務
者
一
三
二
名

の
紹
介
停
止
の
経
過
に
つ
い
て
―
一
九
六
八
・
一
・
一
〇
～
三
一
―
』
一
九
六
八

年
。

（
21
）		

こ
う
し
た
評
価
は
あ
く
ま
で
事
業
主
体
に
よ
る
評
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
側

（
田
川
分
会
）
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
諸
資
料
と
突
き
合
わ
せ
て
の
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

（
22
）		

全
日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
福
岡
県
本
部
田
川
支
部
『
一
筋
の
道
―
組
合
結
成

三
〇
年
史
』
全
日
自
労
建
設
一
般
労
働
組
合
福
岡
県
本
部
田
川
支
部
、
一
九
八
二
年
。

（
23
）		
建
設
一
般
全
日
自
労
田
川
支
部
編
、
前
掲
、
一
九
八
九
年
。

（
24
）		
全
日
自
労
建
設
農
林
一
般
労
働
組
合
福
岡
県
本
部
田
川
支
部
、
前
掲
、
一
九
九
一
年
。

（
25
）		

杉
本
弘
幸
「
戦
後
失
業
対
策
事
業
・
失
対
労
働
者
の
意
義
と
射
程
―
被
差
別
部
落

民
・
在
日
朝
鮮
人
・
女
性
失
対
労
働
者
」『
社
会
事
業
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
論
文

集
刊
行
委
員
会
編
『
戦
後
社
会
福
祉
の
歴
史
研
究
と
方
法
―
継
承
・
展
開
・
創
造　
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第
二
巻
︿
理
論
・
総
括
﹀』
近
現
代
資
料
刊
行
会
、
二
〇
二
二
年
、
二
四
五
頁
。
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田
　
川
　
市
　
役
　
所

田
川
市
役
所『
失
業
対
策
事
業
の
実
態
に
つ
い
て
』

昭
和
三
十
年
二
月
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凡
　
　
　
例

１
．
文
章
に
誤
り
が
あ
る
箇
所
に
は
、
マ
マ
の
ル
ビ
を
付
し
た
。

２�
．
表
の
数
字
に
は
計
算
の
合
わ
な
い
も
の
や
誤
植
な
ど
が
存
在
す
る
が
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

３
．
漢
数
字
は
十
や
一
〇
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
が
、
原
資
料
の
表
記
を
尊
重
し
た
。

４�

．
本
文
に
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
も
あ
る
が
、
当
該
期
に
お
け
る
事
業
主
体
の
見
解
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
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田
川
市
に
於
け
る
失
業
対
策
事
業
の
実
態

◉
一
般
失
業
情
勢

田
川
地
区
の
よ
う
に
石
炭
鉱
業
を
基
盤
と
し
て
他
産
業
は
之
に
依
存
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
労
働
市
場
に
在
っ
て
は
、
石
炭
企
業
の
不
振
は
ま
こ
と
に
致
命
的
で
あ
っ
て

殊
に
昨
年
三
月
以
降
の
失
業
者
の
増
加
は
中
小
炭
鉱
の
閉
山
、
企
業
整
備
と
相
俟
っ

て
い
よ
い
よ
激
化
し
石
炭
需
要
期
に
入
っ
て
も
更
ら
に
好
転
す
る
兆
は
な
く
、
む
し

ろ
大
手
筋
に
在
っ
て
も
事
業
縮
少
の
傾
向
に
あ
る
の
で
殆
ん
ど
就
職
の
期
待
は
出
来

ず
、
失
業
情
勢
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

市
内
の
失
業
者
は
、
現
に
中
小
炭
鉱
に
働
き
乍
ら
も
賃
金
の
遅
欠
配
或
は
金
券
等
の

支
給
を
受
け
て
い
る
た
め
、
失
業
保
険
金
を
受
給
し
て
い
る
失
業
者
よ
り
更
ら
に
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
半
失
業
者
を
含
め
た
所
謂
潜
在
失
業
者
を
勘
案
し
た
場
合
到
底

そ
の
数
は
予
想
し
得
な
い
実
状
に
あ
る
が
昨
年
十
二
月
末
現
在
安
定
所
に
於
け
る
求

職
者
即
ち
登
録
失
業
者
の
み
で
一
〇
、七
五
四
名
の
多
き
に
達
し
て
居
る
（
別
表
第
一

号
参
照
）

一
方
民
間
人
求
人
状
況
は
ま
こ
と
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
月
間
精
々
二
、
三

十
名
程
度
で
あ
り
、
こ
の
外
中
小
炭
外マ

マ

鉱
よ
り
求
人
の
申
込
が
あ
る
が
こ
れ
は
経
営

状
態
が
悪
く
坑
員
が
定
着
し
な
い
の
で
、
炭
鉱
直
接
の
雇
入
が
出
来
な
い
た
め
、
安

定
所
に
求
人
申
込
を
す
る
の
で
あ
り
殆
ん
ど
希
望
者
が
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

◉
失
業
対
策
事
業
の
就
労
者

（
一
）
就
労
者
の
動
向

現
在
の
失
業
情
勢
に
在
っ
て
は
失
業
保
険
受
給
期
間
を
終
了
し
た
者
の
内
失
対
事
業

の
適
格
者
（
主
た
る
家
計
の
維
持
者
）
の
資
格
を
持
つ
者
は
、
必
然
的
に
失
対
労
務

者
と
し
て
の
失
対
事
業
の
中
に
流
れ
込
ん
で
来
て
所
謂
自
由
労
働
者
と
な
る
の
で
あ

る
。
之
等
に
対
す
る
民
間
求
人
は
安
定
所
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
一
般
日
雇
労
務
者

に
喰
は
れ
て
非
常
に
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
殆
ん
ど
固
定
化
し
て
し
ま
い
、
永
い

者
で
は
三
年
四
年
と
本
事
業
に
就
労
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
て
、
緊
急
失
業
対
策
法

の
「
失
業
者
に
就
職
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
其
の
間
の
生
活

の
安
定
を
図
る
」
と
云
う
立
法
の
目
的
と
現
実
と
は
大
い
に
矛
盾
を
生
ず
る
に
至
っ

て
い
る
。

本
事
業
施
行
の
当
時
は
就
労
者
の
大
部
分
が
炭
鉱
よ
り
の
停
年
退
職
者
又
は
老
齢
の

た
め
、
民
間
に
就
職
し
得
な
い
老
年
男
女
で
あ
っ
た
が
最
近
は
中
小
炭
鉱
又
は
倒
産

し
た
民
間
事
業
よ
り
流
れ
出
し
た
青
年
層
の
者
が
目
立
っ
て
多
く
な
る
と
共
に
、
就

労
者
の
質
も
低
下
し
屢
々
暴
力
沙
汰
を
惹
起
す
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
就
労
者
数
の
現
状

　
　

市
町
村
別
居
住
調
（
田
川
職
安
管
内
）
昭
和
三
〇
、
一
、
一
〇
現
在

地
区
別

人
数

田 

川 

市

川 

崎 

町
猪
位
金
村
糸 

田 

町

大 

任 

村

鈎 

金 

村 

添 

田 

町

金 

田 

町

香 

春 

町

赤 

池 

町

大 

任 

村

計

男

名

四
五
一

名

一
五
〇

名

五
五

名

五
四

名七

名

一
〇

名七

名

六
一

名三

名四

名二

名

八
〇
四

女

二
五
四

七
五

三
七

一
九

二

三

二

九

一

〇

〇

四
〇
二

計

七
〇
五

二
二
五

九
二

七
三

九

一
三

九

七
〇

四

四

二 

一
、二
〇
六
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（
三
）
田
川
地
区
事
業
体
別
吸
収
状
況
（
一
日
当
り
の
就
労
人
員
数
を
示
す
）

（
四
）
二
十
九
年
月
間
一
人
当
の
就
労
日
数

（
五
）
就
労
者
の
平
均
賃
金
と
月
間
収
入

平
均
賃
金　

男　
　

二
六
〇
円

　
　
　
　
　

女　
　

二
二
〇
円

月
間
収
入　

イ
、
日
雇
失
業
保
険
の
資
格
の
な
い
月

　
　
　
　
　
　
　
　

男　

２
６
０
円
×
２
０
日
＝
５
．
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

女　

２
２
０
円
×
２
０
日
＝
４
．
４
０
０
円

　
　
　
　
　

ロ
、
日
雇
失
業
保
険
の
資
格
が
で
き
た
月

　
　
　
　
　
　
　
　

男　

�

２
６
０
円
×
２
０
日
＋
１
４
０
×
（
１
０
日－

６
日
）

＝
５
．
７
６
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

女　

�

２
２
０
円
×
２
０
日
＋
１
４
０
×
（
１
０
日－

６
日
）

＝
４
．
９
６
０
円

（
イ
）
の
場
合
は
二
ヶ
月
を
通
じ
て
稼
働
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
な
い
場
合
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
極
く
一
部
の
低
稼
働
の
者
以
外
に
は
な
い
の
で
通
常
（
ロ
）

の
場
合
が
収
入
の
平
均
と
な
る
。
つ
ま
り
月
間
二
十
日
の
就
労
方
数
の
月
は
、
六
日

間
の
待
期
を
置
い
て
七
日
目
よ
り
ア
ブ
レ
の
日
に
一
日
百
四
拾
円
の
日
雇
失
業
保
険

金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

失
業
就
労
者
の
平
均
賃
金
と
比
較
し
た
場
合
、
民
間
に
在
っ
て
は
男
二
八
〇
～
三
〇

〇
円
、
女
一
八
〇
円
～
二
〇
〇
円
が
普
通
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
男
の
場
合
は
稍
々
低

く
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
民
間
賃
金
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
失
業
就
労
者

の
賃
金
の
格
付
に
当
っ
て
は
本
法
の
定
む
處
に
よ
り
、
應
能
制
給
の
制
度
を
採
り
乍

ら
一
般
民
間
賃
金
よ
り
一
割
乃
至
二
割
低
く
格
付
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
る
が
、
現
実

に
は
民
間
賃
金
の
低
下
に
よ
り
そ
の
差
は
漸
次
少
く
な
り
前
述
の
如
く
女
の
賃
金
は

一
般
民
間
賃
金
を
上
廻
っ
て
お
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
失
対
適
格
者
の
要
素
と
し
て
主
た
る
家
計
の
維
持
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
云
う
立
前
か
ら
一
家
よ
り
一
名
の
就
労
者
し
か
出
せ
な
い
た
め
、
扶
養
家
族
数

が
多
く
平
均
一
人
三
、
七
人
の
家
族
を
擁
し
て
お
り
、
そ
の
生
活
程
度
は
非
常
に
急

迫
し
て
お
る
の
で
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
お
る
者
も
多
い
の
で
あ
る
。

本
法
に
在
っ
て
は
失
業
者
の
発
生
に
対
處
し
て
、
国
又
は
國
庫
の
補
助
に
よ
り
地
方

公
共
団
体
が
失
業
対
策
事
業
及
び
公
共
事
業
に
吸
収
し
、
そ
の
労
働
の
対
価
と
し
て

賃
金
を
支
払
と
い
う
原
則
の
み
を
明
確
に
し
て
お
る
の
で
あ
る
が
、
元
来
失
業
対
策

事
業
な
る
も
の
が
多
分
に
社
会
保
障
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
た
め
、
事
業
の
施
行

に
当
っ
て
は
公
共
事
業
と
大
い
に
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
労
者
即
生
活

困
窮
者
と
云
う
関
係
上
屢
々
賃
金
が
純
粋
に
労
働
の
対
価
と
し
て
の
み
支
払
い
得
な

い
場
合
が
あ
り
、
其
の
運
営
に
当
っ
て
は
ま
こ
と
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
面
が
多
く
従
来

よ
り
労
使
両
者
の
対
立
的
な
感
情
問
題
或
は
屢
々
惹
起
さ
れ
る
紛
争
等
も
す
べ
て
本

事
業
の
あ
い
ま
い
な
る
性
格
が
災
い
し
て
お
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
事
業
体
た
る

事 

業 

体 
別

二
十
九
年
度

第
四
・
四
半
期

二
十
八
年
度

第
四
・
四
半
期

二
十
七
年
度

第
四
・
四
半
期

二
十
六
年
度

第
四
・
四
半
期

備　
　
　
　

考

田 

川 

市 

営

二
四
〇
名

一
三
〇
名

九
〇
名

五
〇
名

県　
　

営

土
木
事
務
所

四
五
八
名

九
〇
名

七
〇
名

八
〇
名

川 

崎 

町 

営

七
〇
名

︱

︱

︱
金
田
町
は
二
十
九
年
第
四
・
四
半
期
よ
り

実
施

金 

田 

町 

営

三
〇
名

︱

︱

︱
金
田
町
は
二
十
九
年
第
四
・
四
半
期
よ
り

実
施

計

八
二
五
名

二
二
〇
名

一
六
〇
名

一
三
〇
名

月
別

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十一
月

十二
月

一
月

二
月

平
均

就労日数

21日

20日

21日

18日

20日

20日

21日

24日

20日

20日

19日

25日

15日

18日

20.1日
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地
方
公
共
団
体
は
物
心
両
面
に
於
て
其
の
負
担
に
耐
え
得
な
い
も
の
が
あ
り
現
在
の

補
助
金
交
付
制
度
に
反
対
し
国
営
又
は
全
額
国
庫
負
担
を
要
望
し
て
や
ま
な
い
次
第

で
あ
る
。

◉
田
川
自
由
労
働
組
合
の
現
況

失
対
就
労
者
を
主
軸
と
す
る
自
由
労
務
者
は
全
国
的
な
組
織
で
あ
る
全
日
本
自
由
労

働
組
合
に
加
入
し
て
お
り
全
国
的
な
所
謂
季
節
的
斗
争
は
す
べ
て
こ
の
中
斗
よ
り
の

指
令
に
基
い
て
行
は
れ
て
来
て
お
る
の
で
あ
る
。
本
市
に
在
っ
て
は
そ
の
余
り
に
急

進
的
な
組
合
の
性
格
に
反
対
し
中
庸
的
な
立
場
を
執
る
、
別
派
組
合
も
組
織
さ
れ
て

お
る
が
、
何
分
に
も
数
の
上
か
ら
み
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
大
部
分
が
組
合

運
動
の
推
進
者
た
る
日
共
党
員
及
び
そ
の
同
調
者
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
盲
従
し
て

お
る
の
で
、
田
川
自
由
労
組
は
其
の
組
合
実
権
者
の
性
格
を
反
映
し
労
働
攻
勢
は
熾

烈
を
極
め
、
夙
に
県
下
に
於
て
も
注
目
の
的
と
な
っ
て
お
る
の
で
あ
る
。

な
お
同
組
合マ

マ田
川
地
区
労
参
加
組
合
と
し
て
一
応
総
評
系
と
目
さ
れ
て
お
る
が
組
合

執
行
部
は
妥
結
権
を
有
せ
ず
黒
幕
で
あ
る
日
共
党
員
の
決
定
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
る

た
め
、
交
渉
員
と
の
話
合
も
単
な
る
取
次
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
と
云
う
特
異
な

性
格
を
持
つ
組
合
で
あ
る
。

組
合
組
織
と
し
て
は
分
会
執
行
部
の
下
に
田
川
、
川
崎
、
金
田
、
猪
位
金
地
区
に
夫
々

支
部
を
設
け
各
地
区
を
網
羅
し
組
合
員
の
獲
得
に
努
め
組
合
活
動
の
強
化
を
計
っ
て

い
る
。

組
合
指
導
者
は
、
資
本
主
義
社
会
に
於
け
る
労
働
者
の
最
終
目
的
は
革
命
に
あ
り
故

に
斗
争
は
革
命
の
手
段
で
あ
り
、
従
っ
て
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
斗
争
の
具
と
し
て
採
り

挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
云
う
理
念
を
強
調
し
、
こ
れ
が
実
践
の
た
め
長
年
に
亘
っ
て

失
対
現
場
を
観
念
実
践
の
好
適
の
温
床
と
し
て
活
発
な
オ
ル
グ
活
動
を
続
け
て
来
て

お
る
の
で
、
そ
の
成
果
は
決
し
て
軽
視
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
。

◉
就
労
者
の
性
格

失
対
就
労
者
は
働
ら
か
な
い
と
云
う
こ
と
は
、
巷
間
の
定
評
の
よ
う
で
あ
る
が
何
故

働
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
そ
の
二
、
三
を
次
に
考
察
し
て
見
る
と
、
㊀
就
労
意
欲
が

な
い
。
現
在
の
失
業
情
勢
下
に
在
っ
て
一
亘マ

マ

失
業
者
と
な
り
自
由
労
務
者
の
群
に
入

る
と
殆
ん
ど
就
職
の
期
待
は
出
来
な
い
。
希
望
の
な
い
将
来
と
生
活
の
重
圧
に
暗
い

毎
日
を
送
る
境
遇
の
彼
等
に
新
ら
し
い
勤
労
意
欲
を
芽
生
え
さ
せ
る
社
会
環
境
を

造
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

㊁
怠
け
癖
が
つ
い
て
い
る
。
失
対
就
労
者
は
事
業
の
性
格
上
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
間

を
吸
収
し
て
い
る
。
又
賃
金
も
就
労
者
の
固
定
化
を
防
ぐ
た
め
民
間
賃
金
よ
り
一
割

乃
至
二
割
低
く
格
付
け
さ
れ
て
い
る
関
係
も
あ
り
、
労
働
能
力
を
最
低
の
基
準
に
置

い
て
お
る
の
で
通
常
の
体
力
と
労
働
能
力
を
持
つ
者
も
こ
の
社
会
に
入
る
と
他
を
見

倣
ら
い
骨
惜
し
み
を
す
る
怠
け
者
と
な
っ
て
向
上
心
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
殊

更
に
最
近
激
増
し
て
い
る
青
年
層
の
者
に
こ
の
傾
向
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

㊂
賃
金
の
格
付
が
妥
当
で
な
い
。
失
対
の
賃
金
は
法
の
定
む
る
応
能
制
給
の
立
前
か

ら
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
上

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
充
分
採
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

三
年
、
四
年
と
固
定
し
て
い
る
者
は
充
分
の
能
力
を
有
し
て
い
な
い
に
も
拘
は
ら
ず
、

常
に
新
規
労
働
者
よ
り
高
い
賃
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
通
常
の
能
力
を
持
つ
新

規
労
働
者
も
自
然
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

事
業
体
も
夙
に
こ
の
点
を
指
摘
し
是
正
し
た
い
意
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

全
日
自
労
の
組
織
力
を
以
っ
て
自
由
労
組
側
は
本
事
業
の
性
格
か
ら
失
対
賃
金
は
飽

く
迄
生
活
給
で
あ
る
と
の
立
前
に
立
ち
、
応
能
制
給
に
反
対
し
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
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る
強
制
労
働
に
対
し
て
は
組
織
の
実
力
を
以
て
阻
止
す
る
と
稱
し
て
お
り
未
だ
是
正

し
得
な
い
憾
み
を
残
し
て
お
る
次
第
で
あ
る
。

㊃
職
場
に
お
け
る
オ
ル
グ
活
動
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。
失
対
就
労
者
の
中
に
日
共
の

オ
ル
グ
が
潜
入
し
て
お
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
失
対
の
職
場
は
こ
れ
等
の
教
宣
活

動
の
恰
好
の
温
床
と
し
て
、
長
年
培
っ
て
来
て
お
る
の
で
、
こ
れ
が
影
響
は
決
し
て

見
逃
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
彼
等
は
憲
法
二
十
五
条
の
定
む
る
処
に
よ
り
、
国
は

国
民
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
償マ

マ

す
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
失
対
賃
金
は
労
働
の
対

価
で
な
く
生
活
保
償
金
と
し
て
、
支
払
は
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
理
念
を
植
付
け
、

一
方
資
本
主
義
社
会
制
度
を
破
壊
す
る
た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
出
血
を
与

え
る
手
段
と
し
て
、
出
来
る
だ
け
仕
事
を
怠
け
事
業
費
の
失
費
を
増
加
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
と
云
う
極
端
な
教
宣
活
動
も
行
い
、
社
会
に
対
す
る
反
抗
心
を
培
っ
て
い
る
。

◉
作
業
時
間
と
事
業
効
果

（
一
）�

作
業
時
間
は
実
働
八
時
間
が
規
定
で
あ
る
が
通
常
年
間
を
通
じ
次
の
通
り
で

あ
る
。

　
　
　

作
業
開
始
時
刻　
　
　
　
　

午
前
九
時
三
〇
分
～
十
時

　
　
　

作
業
終
了
時
刻　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
〇
分

　
　
　

昼
食
休
み　
　
　
　
　
　
　
　

一
時
間
三
〇
分

　
　
　

午
前
午
後
の
中
休
み　
　
　
　

一
時
間

　
　
　

実
働
時
間　
　
　
　
　
　
　
　

三
時
間
～
三
時
間
三
〇
分

こ
れ
が
是
正
に
つ
い
て
は
常
に
自
由
労
組
側
と
交
渉
を
重
ね
て
来
た
が
こ
れ
は
既
得

権
の
侵
害
で
あ
り
、
む
し
ろ
事
業
の
性
格
上
就
労
規
則
を
改
訂
す
べ
き
で
あ
る
と
要

求
し
実
現
は
困
難
で
あ
っ
た
が
市
民
の
批
判
の
声
が
漸
次
高
ま
っ
て
来
た
た
め
、
自

労
側
も
与
論
の
支
持
を
得
る
に
は
市
民
に
愛
さ
れ
る
自
労
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
考
え
方
か
ら
内
部
よ
り
作
業
態
度
に
対
す
る
反
省
の
声
が
出
て
、
最
近
は
作
業
終

了
時
刻
の
延
長
及
び
休
憩
時
間
の
短
縮
を
行
い
、
実
働
時
間
も
五
時
間
乃
至
五
時
間

半
に
達
し
て
い
る
。

（
二
）
事
業
効
果
に
つ
い
て
（
公
共
事
業
と
比
較
し
た
場
合
）

田
川
中
央
高
校
整
備
工
事

備
考　

土
質
軟
岩
平
均
五
〇
％

　
　
　

運
搬
距
離
平
均
八
〇
米

◉
失
業
対
策
事
業
費
と
市
税
の
年
次
別
比
較

備　

考

本
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
労
務
費
に
対
し
、
三
分
の
二
の
国
庫
補
助
が
あ
る
が
、
事

業
実
施
に
当
っ
て
は
国
庫
補
助
金
は
、
約
二
分
の
一
程
度
に
し
か
達
し
て
い
な
い
こ

と
が
実
証
さ
せ
る
の
で
あ
る

事
業
対
照
別

稼  

働  

日  

数

就
労
者
延
員
一
日
当
り
平
均

作　

業　

量

作
業
量
合
計

所
要
経
費

一
立
米
当
り

単　
　

価

嫡　
　
　
　

要

失
業
対
策
事
業

昭
和
二
九
年　

六
月　

十
二
月　
一
二
〇
日
一
五
・
三
七
五

三
五
立
米
四
二
〇
〇
立
米
五
・
二
八
二
・
〇
〇
〇
円
一
・
二
五
七
・
五
〇
円

公 

共 

事 

業

︱

︱

︱
四
二
〇
〇
立
米
一
・
四
五
五
・
三
〇
〇
円 

三
四
六
・
五
〇
円
公
共
事
業
と
し
て
実
施

し
た
場
合
の
例

Ａ

市　
　

税

Ｂ
失 

業 

対 

策 

費

B/A

Ｃ
国 

庫 

補 

助 

金

C/A

Ｄ

差 

引 

市 

費

充 

当 

額 　

D/A

備　
　
　
　

考

昭和
二
五

千
円

一
七
〇
・
三
七
八

千
円

　

三
・
五
〇
三

二
・
〇
六

千
円

　

一
・
九
一
六
一
・
一
三

千
円

一
・
五
八
七

〇
・
九
三

平
行
交
付
金
算
定
の
財
政

需
要
額
＝
三
四
三
千
円

二
六
二
三
六
・
五
三
二
　

五
・
八
七
七

二
・
四
八
　

三
・
一
七
九
一
・
三
四

二
・
六
九
八

一
・
一
四

　
　

四
〇
三
〃

二
七
二
六
六
・
五
三
二
　

七
・
八
六
二

二
・
九
五
　

四
・
〇
三
五
一
・
五
一

三
・
八
二
七

一
・
四
四

一
・
一
〇
三
〃

二
八
二
三
七
・
四
二
二
一
二
・
〇
〇
二

五
・
〇
六
　

六
・
二
四
六
二
・
六
三

五
・
七
五
六

二
・
四
三

一
・
二
七
九
〃

二
九
二
二
九
・
五
三
七
二
〇 

・
三
五
三

八
・
九

一
一
・
三
一
〇
四
・
九
二

九
・
〇
四
三

三
・
九
四

未　
　
　
　

定
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◉
失
業
対
策
事
業
費
起
債
一
覧
表

◉
昨
年
一
年
間
の
労
働
攻
勢
の
状
況

◉
将
来
の
失
業
情
勢
の
予
想
と
そ
の
対
策

炭
鉱
企
業
の
不
況
が
性マ

マ慢
化
し
て
、
近
い
将
来
に
於
け
る
好
転
は
望
め
な
い
た
め
石

炭
需
要
期
に
於
て
も
、
新
規
雇
用
量
は
全
く
無
く
堅
実
な
企
業
運
営
を
行
っ
て
い
る

事
業
場
で
さ
え
、
む
し
ろ
労
働
者
の
自
然
減
耗
を
図
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

又
中
小
炭
鉱
に
在
っ
て
、
賃
金
の
長
期
に
亘
る
遅
欠
配
乃
至
金
券
の
使
用
等
で
現
金

入
手
の
少
な
い
者
は
、
就
職
こ
そ
し
て
お
れ
、
寧
ら
規
則
的
な
現
金
入
手
の
出
来
る

失
業
保
険
金
受
給
の
失
業
者
よ
り
生
活
的
に
困
窮
し
て
居
る
と
云
う
、
変
則
的
な
事

態
を
生
じ
て
お
る
の
で
あ
る
。

失
業
保
険
受
給
期
間
の
終
了
し
た
者
は
、
必
然
的
に
失
業
対
策
に
流
入
し
て
来
る
の

で
、
失
対
適
格
者
は
益
々
増
加
を
予
想
さ
れ
る
が
、
一
方
失
対
事
業
の
事
業
体
た
る

地
方
公
共
団
体
は
、
窮
迫
せ
る
地
方
財
政
の
遣
り
繰
り
も
限
度
に
達
し
て
い
る
の
で

負
担
額
の
多
い
失
業
対
策
事
業
費
の
増
加
は
望
め
な
い
現
状
に
あ
る
。

本
事
業
が
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
田
川
地
区
に
於
て

も
現
に
多
数
の
失
業
者
の
発
生
が
あ
り
乍
ら
、
未
だ
に
本
事
業
を
実
施
し
な
い
地
方

公
共
団
体
も
あ
る
の
で
、
政
府
は
こ
れ
が
対
策
と
し
て
、
実
施
を
義
務
づ
け
る
行
政

措
置
を
執
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
現
行
の
補
助
金
制
度
を
廃
し
て
、
全
額
国
庫
負

担
を
以
っ
て
、
代
行
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
早
急
実
現
困
難
の
場
合
で
も
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
程
度
の
交
付
金
制
度
に
改
め
、
事
業
主
体
た
る
市
町
村
の
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

現
行
制
度
の
ま
ま
推
移
す
る
と
き
は
、
本
市
の
場
合
に
在
っ
て
も
現
に
市
外
者
迄
含

ん
で
い
る
失
業
者
の
増
加
に
対
応
す
る
予
算
措
置
は
と
り
得
な
い
の
で
、
今
後
は
市

内
居
住
者
の
み
を
対
象
と
し
て
、
事
業
規
模
を
計
画
す
る
が
至
当
と
思
惟
す
る
も
の

で
あ
る
。

現
在
応
急
の
対
策
と
し
て
、
政
府
の
と
っ
て
い
る
措
置
と
し
て
は
、
昨
年
八
月
三
日

の
閣
議
決
定
の
趣
旨
に
基
き
、
各
省
次
官
通
牒
を
以
て
、
公
共
事
業
へ
の
失
業
者
の

斡
旋
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
現
に
田
川
職
安
所
内
に
於
て
も
、
建
設
省
、
県
、
市

営
の
公
共
事
業
が
こ
の
対
策
と
し
て
実
施
せ
ら
れ
、
一
月
に
於
て
九
八
七
名
の
失
業

者
が
吸
収
さ
れ
、
二
月
一
三
〇
八
名
、
三
月
一
一
九
六
名
の
失
業
者
の
吸
収
が
見
込

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
こ
の
事
業
も
応
急
的
に
と
ら
れ
た
暫
定
措
置
で
あ
り
こ
れ
等
の
事
業
が
年

度
内
に
終
了
し
た
と
き
は
、
公
共
事
業
の
就
労
者
が
一
時
に
失
対
事
業
に
流
れ
込
ん

で
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
職
安
当
局
と
し
て
も
対
策
に
腐
心
し
て
お
る
の
で
あ
る
。

（
現
在
安
定
所
と
し
て
は
、
新
規
求
職
者
は
す
べ
て
公
共
事
業
に
吸
収
さ
せ
る
方
針
を

借　

入

年
月
日

借  
入  
先

借  

入  

額

償    

還    

所    

要    

額

完
済
年
月
日

一 

ヶ 

年 

償 

還 

額

償
還
済
額

償
還
未
済
額

計

昭和
二
六
大　

蔵　

省

資
金
運
用
部

千
円

一
・
四
〇
〇

円

　

五
一
・
〇
一
二

円

一
・
二
八
四
・
七
八
六

円

一
・
七
四
九
・
七
九
八

昭三
四
・　

二
・
一

円

二
八
五
・
五
〇
八

二
七

〃

一
・
五
〇
〇
　

九
五
・
三
九
二

二
・
〇
六
三
・
三
六
〇

二
・
一
五
八
・
七
四
〇

三
四
・　

三
・
一

二
〇
六
・
三
三
六

二
八

〃

三
・
〇
〇
〇

︱
四
・
二
八
九
・
四
九
九

四
・
二
八
九
・
四
九
九

三
九
・
一
一
・
一

四
四
五
・
三
六
八

二
九

〃

三
・
五
〇
〇

︱

︱

︱

計

〃

九
・
四
〇
〇

六
〇
五
・
三
九
二

七
・
六
三
七
・
六
四
五

八
・
二
四
三
・
〇
三
七

九
三
七
・
三
六
八

月　

別

事　

項

一 

月

二 

月

三 

月

四 

月

五 

月

六 

月

七 

月

八 

月

九 

月

十 

月

十 

一 

月

十 

二 

月

計

労 

動 

攻 

勢 

の

件　
　
　
　
　

数

五
件

四
件

五
件

七
件

六
件

七
件

七
件

二
二
件

十
三
件

五
件

二
五
件

十
九
件

一
二
五
件

右 

に 

要 

し 

た

時　
　
　
　
　

間

八
時
間

二
〇
分

四
時
間

三
〇
分

三
時
間

三
〇
分

五
時
間

五
〇
分

七
時
間

五
〇
分

十
一
時
間

二
〇
分

二
十
一
時
間

五
〇
分

一
三
六
時
間

三
五
分

五
八
時
間

二
時
間

三
〇
分

四
二
時
間

四
〇
分

一
一
六
時
間

一
五
分

四
二
〇
時
間

右 

に 

参 

加 

し

た 

労 

動 

者 

数

五
九
三
人

一
〇
人

一
二
人

二
九
九
人

一
・
二
一
四
人

五
七
八
人
一
・
七
八
八
人
五
・
七
四
〇
人
一
・
三
八
七
人
一
・
〇
一
八
人
一
・
四
一
四
人
二
・
五
八
七
人
一
六
・
六
四
〇
人

備　
　
　
　

考

就  

労  

日

数  

増  

加

斗  

争  　

就  

労  

日

数  

増  

加

斗  

争  　

地  

方  

祭

に  

対  

す

る  

有  

給

休  

暇  

斗

争  　

  　

雨  

期  

対  

策

斗  

争  　

  　

越  

年  

斗  

争

生  

活  

資

金  

獲  

得

斗  

争  　

越  

年  

斗  

争
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執
り
、
失
対
事
業
に
は
、
新
就
労
者
を
入
れ
な
い
措
置
し
て
い
る
）

政
府
が
行
っ
て
い
る
こ
れ
等
一
連
の
対
策
に
対
し
て
自
由
労
務
者
達
の
態
度
は
一
体

ど
う
で
あ
ら
う
か
。

彼
ら
は
公
共
事
業
に
対
し
て
は
、
全
く
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
知
ら
ぬ
顔
で
あ
る
。
職
安

当
局
よ
り
斡
旋
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
強
制
紹
介
反
対
と
叫
び
、
人
権
じ
うマ

マ

り
ん
だ
と

騒
ぎ
立
て
、
一
名
も
出
て
行
こ
う
と
し
な
い
。

就
労
方
数
が
少
な
い
。
生
活
が
苦
し
い
と
毎
月
の
よ
う
に
安
定
所
や
事
業
主
体
に
抗

議
し
な
が
ら
、
彼
等
が
失
対
事
業
に
固
執
し
て
い
る
理
由
の
第
一
は
、
確
実
に
日
銭

の
入
手
が
で
き
る
こ
と
。
労
働
条
件
が
寛
大
で
、
労
働
量
が
少
な
い
と
云
う
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
公
共
事
業
に
出
た
場
合
、
賃
金
の
旬
払
い
又
は
週
払
い
の
期
間
を

つ
な
ぐ
生
活
資
金
を
持
た
な
い
と
云
う
口
実
が
、
常
に
拒
否
の
理
由
に
な
っ
て
い
る

が
、
公
共
事
業
に
適
さ
な
い
体
力
の
者
は
別
と
し
て
、
青
年
労
働
者
で
さ
え
、
一
旦

こ
の
社
会
に
入
っ
て
怠
け
癖
が
つ
い
て
し
ま
う
と
通
常
の
労
働
に
は
耐
え
得
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
賃
金
は
低
く
と
も
（
女
の
場
合
は
民
間
賃
金
よ
り
高
い
理
由
も
あ
る
）

気
楽
な
失
対
現
場
は
大
き
な
魅
力
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
失
対
労
働
者
に
正
し
い
労
働
教
育
を
施
し
、
真
に
産
業
予
備
員
と
し
て
経

済
の
興
隆
に
役
立
た
せ
る
と
云
う
法
の
精
神
を
生
か
す
た
め
に
は
今
こ
そ
強
い
政
治

力
を
持
っ
た
愛
の
鞭
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

失
業
者
と
云
う
気
の
毒
な
境
遇
の
人
達
が
団
結
の
力
を
以
っ
て
、
自
か
ら
生
活
の
安

定
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
は
一
応
肯
定
出
来
る
と
し
て
も
、
組
織
の
力
を
濫
用
し
て

社
会
の
秩
序
を
無
視
し
た
り
、
彼
等
だ
け
が
失
業
者
の
如
く
道マ

マ

信
し
て
、
社
会
機
構

に
甘
え
過
ぎ
、
従
ら
に
国
費
や
市
費
を
失
費
せ
し
め
る
よ
う
な
生
活
態
度
を
改
め
ぬ

限
り
、
市
民
の
同
情
は
失
は
れ
る
ば
か
り
か
、
厳
し
い
与
論
の
批
判
を
受
け
て
、
自

か
ら
首
を
絞
め
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

現
情
勢
下
に
於
け
る
本
事
業
運
営
の
困
難
性
に
鑑
み
、
市
民
各
位
の
深
い
理
解
と
支

援
を
希
願
し
て
已
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

別
　
表

（
一
）
職
業
安
定
所
の
窓
口
に
現
わ
れ
た
失
業
情
勢

（
二
）
失
対
適
格
者
の
増
加
状
況

備
考�　

本
年
一
月
以
降
は
新
規
求
職
者
は
公
共
事
業
に
吸
収
す
る
方
針
と
執
り
、

失
業
対
策
事
業
に
は
新
規
流
入
を
制
限
し
て
い
る
。

月  

別

年  

度

三  

月

四  

月

五  

月

六  

月

七  

月

八  

月

九  

月

十  

月

十  

一  

月

十  

二  

月

備
考

人

昭
和
二
八

人

四
・
三
九
〇

人

四
・
六
六
一

人

五
・
二
二
一

人

五
・
二
八
九

人

七
・
一
七
〇

人

六
・
五
二
四

人

七
・
五
二
一

人

七
・
一
四
二

人

七
・
四
七
一

人

六
・
八
三
七

〃　

二
九

五
・
九
二
五

六
・
六
五
七

七
・
一
一
九

七
・
一
八
二

七
・
六
五
九

七
・
七
九
二

八
・
四
七
五

九
・
〇
二
一

一
〇
・
五
四
六

一
〇
・
七
五
四

二
八
年
三
月
を
分

母
と
し
た
指
数　

一
三
五

一
五
二

一
六
二

一
六
三

一
七
四

一
七
八

一
九
五

二
〇
九

二
四
〇

二
四
五

年   

月 

昭
二
八

八
月

〃　九
月

〃　十
月

〃　
十
一
月

〃　
十
二
月

二
九　一

月

〃　二
月

〃　三
月

〃　四
月

〃　五
月

〃　六
月

〃　七
月

〃　八
月

〃　九
月

〃　十
月

〃　
十
一
月

〃　
十
二
月

三
〇　一

月

適
格
者
数

260

275

279

290

298

314

331

405

473

559

626

638

687

802

902

1,025

1,187

1,194

前
月
と
の
増
減

0

＋15

＋4

＋11

＋8

＋16

＋17

＋74 

＋68

＋86

＋67

＋12

＋49

＋115

＋100

＋125

＋162

＋7



― 135 ―

（
三
）
昭
和
二
十
九
年
に
入
っ
て
か
ら
の
企
業
整
備
状
況
（
田
川
職
安
所
内
）

（
四
）
失
対
適
格
者
の
前
職
調
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
中
）

備　

考

土
建
業
そ
の
他
の
該
当
人
員
は
、
前
職
は
中
小
炭
鉱
の
退
職
者
で
あ
っ
て
、
一
時
土

建
業
又
は
そ
の
他
の
仕
事
に
就
職
し
た
も
の
が
約
八
〇
％
で
あ
り
い
づ
れ
も
賃
金
の

不
払
い
等
の
理
由
で
生
活
に
困
窮
し
、
失
対
の
申
込
み
を
行
っ
た
者
で
あ
る
。
従
っ

て
之
等
を
合
計
す
れ
ば
石
炭
関
係
は
全
体
の
約
七
五
％
に
な
る
。

区 
分

月 

別

整
備
し
た

企
業
場
数

整
備
に
よ
る

離
職
者
者　

整
備
理
由

備　
　
　
　
　
　

考

昭
二
九　

一
月

二

四
二
人

資
金
難
に
よ
る

㈠�

企
業
場
数
は
一
時
に
二
〇
人
以
上
の
縮
小
が
な
さ
れ
た

場
合
を
一
と
し
て
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二　

月

六

三
八
八
〃

〃

三　

月

一

二
〇
〃

〃

㈡�

漸
次
整
理
人
員
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
大
口
整
理
が

一
段
落
し
た
た
め
で
あ
る
。

四　

月

一
〇

一
、二
四
四
〃

〃

五　

月

一
一

三
九
〇
〃

〃

六　

月

八

四
九
六
〃

〃

七　

月

五

二
三
二
〃

〃

八　

月

五

一
二
七
〃

〃

九　

月

七

六
三
〇
〃

〃

十　

月

四

五
〇
二
〃

〃

十
一
月

二

一
四
八
〃

〃

計

六
一
件

四
、二
一
八
〃

〃

人 

員

職
業
別

員 

数

備　
　
　
　
　

考

男

女

計

石 

炭 

鉱 

業

六
六
人

二
二
人

九
〇
人

土 

建 

業

五
人

一
四
人

二
七
人

自 

営 

業

一
三
人

〇
人

五
人

無   

職

一
人

六
人

七
人

そ 

の 

他

一
六
人

七
人

二
三
人

計

一
〇
三
人

四
九
人

一
五
二
人
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（
五
）
失
対
申
込
み
の
理
由
別
調

性   

別

理  

由  

別

男

女

計

備     

考

㈠�

失
業
保
険
金
終
了
に
よ
る
も
の

三
一
人

一
人

三
二
人

長
間
間
の
賃
金
遅
欠
拂
い
に
、
極
度
に
生
活
困
窮
し
、
之

に
耐
え
得
ら
れ
ず
賃
金
日
拂
い
の
失
対
を
希
望
し
登
録
さ

れ
た
者
。

㈡�

企
業
整
備
に
よ
り
解
雇
又
は
退

職
に
よ
る
も
の

　

�　

失
業
保
険
無
資
各
者

三
二
〃

一
三
〃

四
五
〃

失
業
保
険
金
終
了
後
、
炭
鉱
就
職
を
当
に
し
て
、
拾
い
仕

事
等
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
が
、
就
職
の
期
待
が
な
い

の
で
日
雇
に
転
落
し
た
も
の

㈢�

潜
在
失
業
者
で
あ
っ
て
、
極
度

に
生
活
困
窮
し
、
日
払
い
賃
金

を
希
望
し
た
も
の

二
九
〃

一
七
〃

四
六
〃

㈣�

家
計
の
維
持
者
を
失
な
っ
た
も

の

〇
〃

一
二
〃

一
二
〃

㈤
其　
　

の　
　

他

一
一
〃

六
〃

一
七
〃

計

一
〇
三
〃

四
九
〃

一
五
二
〃




